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均［SE］20．7 本［0.5］vs 23．4 本［0.3］，P＜
0.001）と，軽度から中等度粗鬆化（22．2 本
［0.4］，P＝0.04）の被験者に比べ有意に少ない
歯数を示した．軽度から中等度粗鬆化の被験者は
正常な皮質骨の被験者（P＝0.033）に比べ有意に
少ない歯数示した．
　我々の結果は，40歳以上の日本人男女の皮質骨
の粗鬆化と現在歯数の有意な関連を示した．
